
会
発

る
法
律i
i

が
、
一O
月
一
回
か
ら
、
ム
一
面
的
に
実
踊
に
う
つ
さ
れ
る
、
と

い
う
わ
け
で
阜
〈
も
関
心
が
た
か
ま
っ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
来
店
一
目
、
新
し
い
孜
首
の
制
度
が
発
足
し
安
す
。
乙
れ
は
、

さ
，
さ
の
第
一
一
四
国
会
立
此
一
止
し
、
六
月
一
一
一
十
日
に
公
布
さ
れ
た
、

w

新
教
育

萎
員
会
法H
た
い
だ
し
く
は
、
i
l

間
万
数
年
同
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
聞
す

新
し
い
教
育
制
度
一
さ
ら
に
、
問
、
?
市
町
布
が
、
五
一
雲
南
委
員
会
の
警
吾
、
み
な
さ
ん
一
お
く
り
〈
予
算
編
成
)
、
収
入
、
一
語

の
ね
ら
い
一
い
に

2
な
が
り
掌
去
、
一
体
と
な
二
が
直
接
、
投
票
し
て
、
選
挙
し
た
公
選
綿
一
を
命
令
す
る
樫
限
は
、
す
べ
て
市
長
に

A

一
て
、
尽
本
の
教
育
を
す
る
て
ゆ
く
一
を
や
め
、

d
p

が
市
語
会
の
同
意
一
う
2
さ
れ
ま
ナ
。

ー
J

乙
の
H

新
教
弔
問
委
凸
A
F
P
出
M
は
、
抱
一
一
一

i
F方
公
益
体
(
車
市
町
宮
干
し
と
)
一

n

し
く
み
M
毒
え
る
こ
と
を
目
的
と
一
毒
て
す

d
命
制
u
に
よ
っ
て
選
一
盟
、
果
、
市
町
村
民
の
教

才
教
育
の
し
ご
と
と
、
一
般
一
誌
と
し
て
い
ま
す
。
一
任
さ
れ
る
こ
と
足
り
ま
し
た
。
一
と
の
つ
な
が

b

童
の

一
よ
ば
れ
る
、
教
育
以
外
の
し
む
と
と
が
一
平
も
な
改
正
点
て
巾
の
場
合
、
任
命
さ
れ
る
議
員
は
、
一
任
命
要
望
〈
臣
、
市
町
村
の
警
長

一
お
な
じ
ま
ち
ゃ
宮
中
の
こ
と
で
あ
り
一
新
し
い
制
度
で
は
持
い
き
で
の
教
一
教
育
長
と
な
る
べ
き
も
の
を
含
め
て
五
一

2

宮
、
黙
の
警
査
会
雲

間
一
宮
、
は
ぷ
れ
ば
な
れ
に
行
な
わ
れ
た
一
雪
組
織
や
、
審
議
に
わ
た
っ
て
一
へ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
夜
間
計
龍
時
計
ぺ
町
れ

月
一
り
、
競
り
あ
っ
た
り
す
る
よ
よ
乙
と
一
大
き
く
あ
ら
た
め
て
い
ま
ず
が
、
そ
の
一
市
長
と
の
関
装
警
予
算
一
芸
員
会
な
ど
と
、
文
部
大
臣
と
の
関

9
i一
が
お
き
な
い
よ
う
に
し
、
一
宅
特
に
主
だ
っ
た
乙
と
は
氏
。
遜
一
ィ
事
喬
一
察
室
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
内
一
市
長
と
教
育
委
員
会
と
の
、
む
す
び
一
り
そ
去
を
議
会
に
は
か
る
の
に
市
長
と
は

g

今
中
学
校
の
先
誌
の
人
事
権
時

間
一
つ
き
や
、
摂
理
還
し
て
、
問
宮
一
教
育
委
員
あ
く
ま
究
警
一
日
教
育
署
員
会
独
自
の
築
設
出
す
こ
と

昭
一
し
ご
と
を
重
し
や
す
く
す
る
と
同
一
の
霊
堂
、
竺
も
芝
、
い
ま
ま
で
の
、
主
ゆ
る

一
時
に
、
一
背
固
有
の
立
携
を
ゆ
る
が
せ
に
じ
な
い
一
一
一
本
選
顧
展
は
や
め
ま
し
た
。

一
子
供
連
売
り
っ
ぱ
な
へ
間
に
育
て
一
た
め
、
い
ま
ま
で
通
台
、
教
育
む
し
と
一
撃
同
崩
諜
(
学
校
の
建
物

a

敷
地
な

}
す
た
め
の
教
育
が
、
万
一
、
政
治
的
正
一
と
を
す
す
め
て
ゆ
く
機
関
と
い
て
合
議
一
ど
)
の
取
得
、
部
分
の
権
限
、
雲
南

口
署
さ
れ
たD、
か
た
よ
っ
た
り
す
る
一
宮
警
委
員
会
が
お
か
れ
て
ゆ
く
の
一
の
し
ご
と
の
上
で
の
契
約
蓄
す
ぷ
橿

乙
と
を
訪
一
宮
、
」
で
あ
り
ま
す
が
、
一
躍
や
、
予
算
原
案
な
ど
を
、
市
議
会
へ
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すミ五

議

一
O
月
一
時

》フiつ

悩 2 円

罫

士曽 28 

士曽128

タ 86

前月に比して

9 月 1 日現千1: 人口

世帯 14 ， 805

人口 68 ， 353

34,014 

34 339 

毎月 1 0 日

タ 42女

〈3
)
十
一
月
五
日
か
ら
十
五
日
崎

市
役
所
、
そ
の
他
選
挙
湾
狸
委
員

m

基
本
選
挙
人
名
一
会
の
指
定
す
る
場
所
で
、
皆
さ
ん

簿
u
車
内
の
互
の
縦
覧
に
供
し
た
皇

樺
者
を
確
認
す
る
名
簿
で
一
〈
4
)
十
一
一
月
一
一
十
日
を
も
っ
て
確
定

衆
去
両
院
の
議
員
の
選
挙
伊
一
〈

5
ニ
ム
一
月
一
干
呂
か
ら

重
府
県
の
却
審
議
員
一
撃
の
十
一
一
月
完
日
ま
で
の
関

古
首
相
の
堤
議
員
な
ど
の
選
挙

ι

一
←
鶏
な
名
簿
と
し
て
使
わ
れ
ま
す

使
わ
粍
そ
の
地
い
ろ
い
ろ
な
選
挙
の
一
こ
の
選
挙
資
格
の
調

基
本
に
な
る
大
切
な
も
の
で
す
。
一
調
査
・
万
一
語
奇
は
、
今
昔
、
市

調
整
と
ま
あ
た
ら
し
く
市
内
一
室
主
提
出
一
京
区
、
百
十
の
調
査
区
域

t

に
、
選
挙
資
格
を
一
に
む
け
各
調
査
区
に
一
名
の
調
査
員
を

も
っ
た
人
や
、
市
外
に
移
っ
た
人
な
ど
一
一
蹴
し
て
仔
い
ま
す
。

が
一
、
毎
年
一
一
回
正
確
に
調
べ
な
お
し
、
一
九
月
十
尽
か
ら
一
一
十
日
ま
で
の
聞
に

そ
れ
に
よ
っ
て
義
轟
え
る
こ
と
を
一
調
査
票
、
選
挙
資
格
申
告
書
の
用
紙

H

基
本
選
挙
人
名
雪
量
主
い
い
一
宮
っ
て
与
が
い
ま
す
の
で
、
主

ほ
ほ
択
の
揮
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
一
が
い
な
く
申
告
し
て
下
さ
い
@

(
1
)九
月
十
五
日
現
在
で
、
市
内
に
一
そ
の
と
き
、
旅
行
や
、
入
院
な
と
す

三
か
旬
以
上
住
ん
で
い
る
人
の
選
一
不
在
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
も
、
記
入

挙
協
同
格
を
調
べ
a

一
し
て
い
た
だ
き
ま
す
@

(
2
)十
月
三
十
「
日
ま
で
に
一
そ
の
ほ
か
、
資
格
調
査
仁
つ
い
て
の

調
査
し
た
緒
田
市
に
も
と
、
つ
い
て
、
一
お
問
い
あ
む
せ
は
、
市
役
所
総
務
課
へ

名
簿
を
調
整
し
一
円
押
寄
せ
下
さ
い
@

俣
市
り
塾
同
委
員
会
じ
移
さ
れ
、
給
与
の

負
担
団
停
と
任
命
者
と
が
一
つ
に
な
る

よ
う
に
さ
れ
広
く
へ
事
変
流
が
行
な
わ

れ
る
よ
う
に
あ
ら
た
ゆ
ら
れ
ま
し
た
。

全
市
毘
の
拍
乎
を

昭
和
ニ
一
一
平
以
来
、
八
年
あ
ま

D

の

長
い
あ
い
だ
‘
戦
後
、
あ
た
ら
し
い
数

育
的
取
設
期
に
あ
っ
て
、
大
き
な
薬
積

を
践
し
た
教
育
委
員
会
と
と
も
に
寸
現

在
の
委
員
さ
ん
、
警
育
長
さ
ん
も
、
今

月
一
ニ
(
)
日
を
も
っ
て
、
そ
の
任
を
離
れ

一O
H
一
日
か
ら
仕
事
を
は
じ
め
る
新

執
育
委
員
会
に
バ
ト
ン
を
わ
た
し
ま
す

送
る
委
員
、
迎
え
る
委
員
に
、
企
市

民
の
拍
手
を
お
く
つ
て
下
さ
い
。 さ

れ
u

基
本
選
挙
人
名
探uの
調
盤
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

名
簿
と
は

も
れ
左
く
『

申
告
し
よ
う
選
挙
資
格
を

今
月
は
基
本
諜
単
一
人
名
講
調
整
の
月

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
と
の
九
月
十
玄
出
現
在
で
、
市
内
の
有
権
者
が
紘
在
-

路島志蘇市政謹歩
ン

いぐたの由折を経た:qI.探市と大野町ほか周辺村

との合併は、みのりの秋の訪れとともにいよい

よ大詰にさ長ました。去る 9 月 5 臼主マ平F芋:探

回、 1措E泌島島、金出、土択の一市-!HJ 4 ケ村の議会

は、一宥に大国合併者三議決、 5 月3 日の合併日

をまえに、いま、準ー備に全力をあげています。

世田メ事ノ結婚



( 2 ) 

第
十
八
一
闘
の
全
間
部
市
間
窓
会
出
い
で
滋
す
こ
と
が
で
ざ
ま
し
た

詩
が
札
似
で
嗣
催
さ
れ
た
の
で
、
会
議
の
あ
と
、
い
む
ゆ
る
視
察
が

制
や
か
や
公
務
多
端
の
際
で
は
あ
臼
判
刊
に
組
ま
れ
て
い
た
の
で
、
わ

h
uま
し
た
が
、
行
っ
て
ま
い
り
~
に
た
く
し
は
、

A
コ
;
ス
す
な
わ
ち

し
た
J

猛
討
の
八
日
に
、
涼
し
い
一
泊
二
日
の
拐
か
い
方
を
え
ら
び

花
瓶
詰
友
会
お
い
か
え
ら
ん
だ
主
似
国
立
公
園
安
易
制
爺
制
と
混
問
釈
で

者
(
へ
也
面
市
長
会
、
市
政
調
荘
一
有
名
な
登
別
を
ぷ

ψ
レ
て
き
ま
し

会
)
の
川
町
試
は
一
日
に
角
、
議
題
が
た
バ
ス
は
市
訟
の
脳
出
光
パ
ス
、
案

都
市
計
脳
出
題
と
一
一
言
う
の
で
、
今
内
の
パ
ス

ψ

ガ
i

ル
ぢ
ん
が
、
伸

市
町
犯
人
口
併
問
惑
に
向
闘
し
て
い
々
夫
人
ぞ
る
い
で
、
説
似
も
う
ま

る
会
留
の
市
長
さ
ん
た
ち
、
は
る
い
が
、
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
で
い
て

か
に
九
州
、
阿
国
方
面
か
ら
は
せ
は
の
む
る
い
市
長
や
議
長
に
当
震

診b
、
頗
る
盛
会
で
あ
り
ま
し
た
即
妙
の
応
答
を
し
た
が
ら
、
巧
み

む
る
ん
、
大
野
町
泣
ひ
周
辺
数
ケ
に
あ
場
を
し
て
、
わ
れ
/
\
に
お

お
の
合
併
問
題
と
取
組
ん
で
い
る
海
道
旅
行
の
印
象
合
し
ゃ
べ
ら
せ

引
が
平
塚
市
に
と
っ
て
も
、
ぎ
わ
る
の
で
し
た
。
ロ
マ
ン
ス
@
グ
レ

m
u
J
L
有
意
識
な
会
識
で
し
た
。
い
j

の
一
半
減
の
市
長
さ
ん
も
、
マ
イ

ず
れ
こ
の
成
田
市
凶
跡
、
新
市
町
村
達
ク
を
あ
て
が
わ
れ
て
し
ゃ
べ
ら
さ

設
計
一
翻
案
に
盛
り
込
ま
れ
、
大
平
れ
ま
し
た
。
ロ
マ
ン
ス

e
ラ
イ
ト

啄
市
実
現
に
貸
す
る
と
C
ろ
あ
り
の
速
一
線
議
一
一
号
さ
ん
も
。

と
信
じ
て
い
る
次
第
で
す

G

同
町
っ
て
く
る
と
、
盆
踊
り
一
で
し

今
年
の
笈
は
、
京
摂
関
東
地
方
た
が
、
今
年
は
同
四
位
合
会
闘
で
大

は
き
び
し
い
猛
裏
で
し
た
が
、
北
そ
う
な
騒
か
い
、
北
即
時
滋
で
も
万

海
道
は
迭
に
涼
し
す
ぎ
て
、
稲
作
々
で
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
涼
し

は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
い
の
で
感
じ
が
出
な
い
よ
う
で
し

お
か
げ
で
一
週
間
ほ
《
涼
じ
い
た
。
〈
八
月
一

J十
四
日
叫

民
法
誕
のn
須
合
保
銭
円
師
さ
ん

M
に

向
い
た
、
結
該
予
防
の
は
な
し
:
E

。
…
一
一
O
一
イ
以
ょ
に
多
い
絡
協
帆

h
q

霊

p
u
b
言
、
て
U人
の
う
ち
に

一
人
の
割
合
で
結
核
患
者
の
い
る
乙
ど

が
り
かD
ま
し
た
。

年
令
別
に
は
、
一
ニ
O
才
N
Uょ
の
へ
に

多
く
、
そ
の
う
ち
、
一O人
に
八
人
ま

で
は
思
A
Tの
病
気
に
気
が
つ
い
て
い
な

い
こ
と
も
か
か
り
勾
ま
し
た

Q

見
か
け
の
健
康
は
あ
℃
に
な
り
ま
せ

ん
。

腕
前
が
忠
勝
の
よ
う
に
恐
れ
ら
れ
た
の

は
前
の
こ
と
、
今
で
は
、
よ
い
議
と
す

ぐ
れ
た
治
療
方
訟
で
、
早
く
見

(
Jけ
さ

え
す
れ
ば
吋
短
期
間
に
‘
完
全
に
な
お

ず
乙
と
が
で
き
ま
す
。

磁調鷹碕掘鶴

理罰盟噸麗訟

そ
の
う
え
、
簡
が
遼
療
費
の
半
額
を

負
担
す
る
制
度
も
あ
り
ま
ヂ
か
ら
も
た

と
え
、
精
撲
に
か
か
っ
て
も
心
胞
は
い

h
u
dい
せ
ん
ω

そ
の
皆
、
結
核
は
、
遺
伝
す
る
と
か
、
一

血
統
だ
と
か
い
む
れ
ま
し
た
が
、
と
れ
一

は
阿
違
い
で
す
。
一

結
核
は
伝
染
病
で
ナ
か
ら
、
予
防

h在
一

釘
(
n
B
@
む
え
は
)
に
よ
っ
て
、
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

w

結
液
晶
暗
鬼
つ
は
る
万
滋
は
必

ま
ず
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
穫
で

結
綴
が
、
う(
J
h
J
た
か
ど
う
か
を
調
べ

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
X
線
間
接
顕
影
で

病
婦
が
あ
る
か
ど
う
か
を
臨
め
、
こ
れ

で
爽
状
の
あ
る
へ
は
、
精
一
色
検
査
を
ゆ
(

日
制
るζと
に
な
り
ま
す
@

西

酪

百
閥
、
原
爆
の
抱
一
均
蹄
と
主
」
街
角
一
ず
る
こ
と
で
嘉
久
一
ら
れ
る
し
、
交
家
事
利
用
に
は
、
機
密
一
現
在
で
は
非
常
に
困
難
だ
と
管
フ
乙
と

J第
ユ
回
世
界
大
会
一
第
一
一
は
、
ア
イ

Y
ト

1

ブ
を
制
崩
し
て
一
保
持
が
つ
き
も
の
で
、
自
由
な
研
司
一
一
か
出
来
る
が
、
普
々
は
乙
の
問
題
に

y

ヅ
ベ
ル
グH
Yン
反
応
で
結
語
、b
x了
出
国
が
う
は
，
な
け
れ
は
な
ら
な
い

d

だ
う
つ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
ψ
か
っ
た
一
結
核
予
防
法
と
い
う
訟
体
に
よ
っ
ザ
\
一
ら
守
る
た
泊
、
平
塚
か
ら
給
綴
ど
な
く

八
一
は
、
B

よ

Y
G

注
射
な
し
て
一
オ
ト

ω
←
全
部
の
へ
が
、
結
穏
健
段
診
断
を
説
、

U

一
す
た
い
円
一
字
て
る
ロ
て
健
康
訟
断
か

す
る
わ
げ
で
‘
一
』
。
一
な
い
灯
れ
は
は
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
一
夜
り
ま
し
ょ
う
。

炉
開
抗
い
影
駅
料
ぢ

M
W

…
ま
す
。
一

結
核
健
康
診
断
は
笑
設
の
学
績
で
、
で
一
1
l
i
l
i
-
-
i
i
l
i
l
i
-
-
i
j
i
!
l
i
l
-
-
i
i

言
す
。
一
あ
ま
た
の
貯
金
で

ぶ
軒
町
応
一
古
学
校
ヤ
道
路
が
で
き
る

権
霧
器
一
一
七
円
)
円
一
;
開
閉
土
議
設
鱒
鑓
鰐
最
強
調
運
動i

3
1
Q
4
射

3
一O
H

了
語
貯
金
々
は
、
気
が
る
で
需
主
協
力
毒
百
九
百
か
ら
ご
一
月
末
ま

と
V
っ
た
と
こ
乏
で
す
。
一
一

1
1
i
i
i

…
き
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
広
く
大
衆
…
で
、

七
|
今
一

r引
引
刊
川
汁
一
に
し
た
し
法
れ
て
雲
し
た

ψ

一
卓
義
議
便
貯
金
特
別
強
調
運

一
回
喜
重
第
一
五
分
と
て
し
喜
子
副
総
理
実
に

;
i
:

石
川
議
号
、
郵
便
貯
金
の
精
霊

一
都
市
計
→
患
議
め
て
い
た
玉
、
七

O
O雪
に
号
、
国
の
露
一
お
て
め
し
て
い
ま
す
。

\
喜
一
号
一
と
し
て
ク
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
一o
i
?
!
?
i
o

一
出
張
控
室
御
純
一
月
下
さ
一
に
な
り
出
血
し
た

Q

一
時
憶
は
一
一
一

O
富
一
、
主
O
一
万
円
の

一
い
。
…
つ
ま
り
、
大
波
警
官
通
じ
、
学
校
、
つ
第
一
一
一
回
霊
祭
主
額
貯
金
が
は
も

…
九
周
一
一
八
日
喜
一
住
宅
、
道
路
や
、
霊
安
産
業
主
合
一
一
口
一

O
O
R

一
応
一
人
消
防
自
分
団
芸
一
ま
わ
さ
れ
、
大
き
な
使
命
を
は
た
し
て
一
葉
期
限
章
一
一
平
日

一
海
岸
公
問
題
一
い
ま
す
…
抽
せ
ん
は
吉
月
十
二
日

い
花
長
員
一
郵
政
省
在
、
大
喜
劇
自
治
宝
石
霊
属
議
事
中
で
す
。

1
1
4
与
a恥
詩
路
市
ち
u
l
比
一
全
国
鉱
山
明
一
掃
へ
護
婦
ア
一
嘉
一
旭
ー
な
ど
の
;
み
吾
と

ω
警
零
封
守
番
て
下
さ
い

す:yク伊ーノγ

=11 ピネの部恕講義-

の
人
の
銀
出
立
の
っ
て
も
な

b
な
い
。
一
者
が
あ
っ
た
り
、
社
会
の
混
乱
が
あ
ご
れ
て
い
ま
す
が
、

部
議
放
射
能
線
障
一
需
に
対
す
る
、
安
全
一
で
は
な
ら
な
い
。
\
一
な
か
に
、
も
と
選
勝
ヂ
水
路
で
~
い

保
降
、
健
康
管
墜
制
度
が
確
立
さ
れ
ね
一
以
上
の
様
に
考
え
て
来
た
時
、
世
界
の
一
漢
は
躍
進
に
な
鈴
、
そ
の
原
形
も
な
ぐ

ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
一
一
部
状
勢
下
特
に
日
本
の
現
状
で
は
、
原
一
な
っ
た
ま
も
み
、
億
人
の
培
髄
な
ど
に
無

管
、
乙
の
震
が
実
現
さ
れh
ば
一
子
力
の
平
和
利
用
量
物
語
り
で
あ
る
一
断
使
用
さ
れ
て
い
る
と
乙
ろ
を
曇
げ

小田空言市



に
出
躍
しτ
J

ろ
(
と
討
議
さ
れ
一
医
学
、
章
、
工
学
な
ど
の
分
野
で
の
一
管
、
研
究
の
留
際
的
変
事
妨
げ
ら

告
で
、
ζ

こ
で
は
、
私
の
最
も
興
味
一
狙
営
利
用
法
で
あ
る
。
一
れ
、
進
歩
を
昼
間
ず
る
こ
と
に
な
る
の

を
ひ
い
た
、
原
子
力
の
平
和
震
に
つ
一
誤
差
の
世
界
の
議
選
平
和
否
認
の
保
障
の
な
い
情
勢
下
で
は

い
て
、
触
れ
て
み
た
い
。
一
刻
用
で
な
く
、
実
際
は
ま
だ
「
軍
事
利
一
平
和
郡
用
が
軍
事
調
沼
に
、
転
佑
さ

原
子
力
の
平
和
利
用
品
、
第
一
に
一
周
」
の
段
階
で
あ
る
。
一
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
喜
う
こ
と
が

原
チ
刀
を
石
炭
、
石
油
等
に
変
る
熱
源
一
邸
中

h一
、
原
絡
が
軍
事
方
面
に
利
用
さ
一
出
来
る
。

水
力
、
火
力
発
電
の
帯
刀
椋
に
罷
る
動
一
れ
れ
誌
、
そ
れ
だ
け
平
和
制
局
が
前
げ
一
従
っ
て
、
原
子
力
の
平
和
利
用
は
、

らひ

としよ与の日

第 õ õ 号

ー
産
業
課
l

本
庁
肘
側
の
増
築
庁
舎
を
入
っ
て
右
手

の
部
屋
令
部
が
産
繋
課
で
す
。

山
口
課
長
の
も
と
に
、
一
一
穴
名
の
課
員

が
文
字
通
り
存
揮
の
話
麗
を
支
え
る
、

産
業
を
お
こ
す
し
ご
と
と
寂

b
く
ん
で

い
ま
す
。

〈
援
廿
料
水
産
部
)

援
。
紘
@
水
蒔
や
高
践
、
漁
港
、
市

場
、
獣
医
、
韓
蹴
範
設
な
ど
を
喪
。

(3) 

積再議

名

ご子男

取と

ゲ
ボ
を
む
い
て
居
で
は
な
ら
な
い
。

寝
に
へ
棋
の
章
一
惜
の
た
め
に
真
髄
と

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
一

そ
れ
に
は
、
常
に
平
和
知
用
が
ど
ん
一

な
形
で
行
む
れ
て
揺
る
の
が
朗
自
に
さ


れ
、
何
時
も
国
民
の
批
判
明
の
出
来
る
態

勢
で
な
砂
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
他
国
の

紐
付
で
あ
っ
て
も
な
ら
な
い
、
叉
一
一
部

を
求
め
て

ヂ~ 。

19~25 

20~3û 

15'""17 

25"'"'40 

6 

3 

2 

3 

製艦

仕上

ブライ

機械鋳物工

機械製図工

オート三五輪認転手 8

トラ'yク運転手

機誠見

一何""Z凡噌

::r: 
スヱ

控
躍
力
の
増
大
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
一
と
謂
わ
ざ
る
を
得
ん
。

が
あ
る
が
、ζ
の
た
め
に
大
盤
の
失
業
一

離
帯
醐
唱
斡
灘

i

九
月
か
品
、
む
む じ

。

去
す
。

管
湿
器
で
は
、
こ
の
よ
う
な
市
有
地

の
境
界
を
、
は
っ
き
必
ず
る
た
め
司
九

月
か
ら
ナ
月
に
か
砂
、
会
一
市
域
に
わ
た

っ
て
、
土
地
の
測
震
を
す

h
め
ま
ず
。

平
塚
の
市
有
地
は
、
市
内
に
約
十
五
一
そ
の
大
部
分
が
、
学
校
、
麓
輪
場
、

万
卸
(
旧
同
む
会
の
敷
拙
を
合
む
)
一
一
公
圏
、
運
関
場
な
ど
の
用
地
に
あ
て
ら

ば

一
一
喝

~ 

子ド

3 

10 

10 

僻
さ
れ
ま
す
。

一
と
き
@
九
店
一
六
日
の
予
定
2

T
3
一
と
こ
る
ム
持
土
見
小
学
校
の
講
堂

釦
一
招
待
者a
七
七
才
以
上
の
万

ー
量
一
余
興
@
L
女
交
楽
を
上
韻

E

九
一
ど
う
ぞ
.
お
揃
い
で
お
で
か
け
に
な
っ

時
ツ
一
て
下
を
い
“
カ

W
Jト
の
写
真
は
、
市
内

一
で
最
高
の
一
長
寿
を
碗
福
さ
れ
る
。

一
潜
水
保
太
郎
さ
ん
〈
九
六
才
)
で
、

お
と
し
よ
り
は
、
今
日
の
私
達
の
竺
間
震
を
よ
く
す
る
う
九
号
、
か
げ
一
万
去
年
八
月
六
広
告
、

雰
一
…
鑑
定
望
者
で
あ
夕
、
功
労
者
一
が
え
の
な
い
こ
と
で
す
。
一
平
塚
二
、
一
一

O
一
一
番
地
(
稲
一
芸
貯
の

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
一
い
つ
ま
で
も
、
安
ら
か
に
宗
義
一
酉
き
、
清
水
閣
設
さ
ん
万
に
静
か
な

罪
人
生
産
と
、
そ
の
社
会
的
な
一
と
富
む
ず
ん
で
い
っ
て
い
た
だ
け
る
一
主
主
っ
て
い
ら
れ
ま
す
。

館
位
を
、
若
い
も
の
の
中
に
溶

O
こ
ま
一
よ
う
に
6
3
2

一

賞
、
い
か
し
て
い
た
だ
付
た
ら
;
;
一
乙
つ
一
例
の

P

と
し
よ
り
のF

の
行
一

社
会
の
た
め
に
も
、
家
庭
の
市
町
の
人
一
事
が
市
役
所
主
催
で
、
次
の
と
お
り
佐
一

!
i
i
i
Z

三
三

-
5
3

主
主
一
三
伊
良

1
i
f
l
a
i
l
i
i

一

ニ
ニ
も
っ
て
い
ま
す
。
一

一
冊
一
〈
賄
工
観
光
掠
)
一

一
一
一
一
号
工
菜
、
男
、
金
融
機
関
、
将
一

一
二
許
、
容
認
、
計
霊
い
な

ζ

工
場
一
読
一

旬
、
一
設
の
し
授
と
も
、

ζ
ζ
で
処
理
さ
れ
一

ま
す
。

(
麗
陵
部
)

農
問
、
判
断
悶
整
理
、
土
拙
改
良
、
臨
早

朝
一
町
議
員
会
な
ど
の
関
保
を
扱
い
ま
す

(
事
諜
係
)

競
輪
。
競
馬
布
、
当
せ
ん
金
問
叡
京

の
諾
諾
品
ど

民
比
一
課
と
と
も
に
、
自
さ
ん
の
毎
日
に

探
い
つ
な
が
り
の
あ
一

H
Q課
だ
と
い
え
ま

す
。

年令!経験年|収 入

旋機工 I 10 I 20~3.) I 3 "'10 I 民 400ぺ 600(通〉
タ二レツト工 I 2 1 ;.w ~30 I 1 ,..., 3 I~ 350 ,.._, 450C ヂ〉
在託金 工 1 7 I 18~30 1 2 ,..., 5 17 300~ 500C タ〉

工 1 4 1 タ|ナ 1 << ~シ〈タ〉

20~35 15 年以上!タ 400~ 600( ヂ〕

18~25 13 年以上I ~ 400""' 500( グ〉

18-35 [ ~い 350~ 則的
350""' 700( ヂ〉

2 年以上1月 7 ， OOO~ ふ∞OC遥〉

3 若手以上1 ~ 10 , OOO~15 ， 000げ〉

間 1B 130~ 160C ク〕

塁 3 ， OOO~12， 0似タ〉
弓 2 ， OOO~ 3 ，∞む(住〉

日
用
中
旬
狂
求
チ
紡
記
射
が
行

で
すω

な
わ
れ
ま
ナ
。

ζ
の
数
は
、
昨
年vr仇
り
やL
多
く
、
愛
犬
に
必
ず
注
射
を

0
0
0

会
議
委
書
足
、
問
中
く
も
、
学
受
げ
な
い
と
コ
一
万
円
以
下
の
罰
金

噂
較
が
)
手
役
む
す
び
、
強
薬
局
単
ゃ
、
一
屈
に
叫
せ
一
争
れ
る
こ
と
が
あ

D
ま
す

浮
禁
止
〈
準
高
安
定
所
の
受
持
区
域
一

O
高
校
卒
業
者
一
、
一
一
石
二
人
一
用
主
へ
の
は
た
ら
さ
か
じ
な
ど
、
準
備

Eか
ら
御
荘
意

ω

宰
塚
市
と
中
開
)
内
究
明
』
筆
義
一
乙
の
う
ち
設
-
撃
を
布
醤
し
て
い
る
も
一
房
長
い
で
い
ま
ず
。
一
一
曲
肉
食

す
る
、
中
盤
生
、
高
校
告
は
択
の
と
お
一
の
九
七
七
人
一
一
一

一
一
職
業
の
紹
介
あ
っ
旋
は
、
高
校
は
十
一
一
ジ
フ
テ

P

ヤ
が
秋
か
ら
冬
に
か
砂

り
で
す
。
一
進
学
そ
の
他
四
九
一
夫
一
月
、
中
学
は
一
月
か
ら
宮
、
お
ま
す
一
一
て
大
流
行
の
き
ざ
し
。
関
に
、

O
申
謀
議
者
一
一
一
、
六
六
四
人
一
つ
昔
、
喜
一
芳
、
長
い
茎
喜
一
各
居
室
の
お
宗
一
司
令
室
さ

1
一
一
三
季
語
、
ま
だ
ま
だ
ふ
え

乙
の
う
ち
就
職
を
希
望
し
て
い
る
も
一
か
ら
、
は
ば
た
い
て
、
就
議
長
治
て
一
て
い
ま
す
。
ー
も

J
…
そ
う
で
す
。

一
、O
八
九
人
一
実
社
会
に
入
っ
て
来
る
青
少
年
が
、
…
…

』
…
一
一
一
一
え

ζ
の
V
7訪
出
射
は
、
今
月
'
か

市
叩
ら
来
月
に
か
防
、
一
一
一
回
に
わ

ヨ
J
U
て
巡
回
中
で
す
。

ヰ
一
第
1

回
巡
回
は
、
一
一
一

O
さ

衛
一
月
か
ら
一
一
一
…
年
四
月
ま
で

の
に
住
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
、
第

2

ち
回
巡
回
は
、
霊
小
学
校
へ

ρ
\
入
学
す
る
子
。

第
3

回
巡
回
で
は
、
小
学
説

六
年
伎
が
対
象
で
す
。

食
品
開

歌
の
乱
氾
一
斉
検
診
は
、
九
日
月

二
五
日
明
出
張
所

七
、
八
の
三
臼
閥
、
見
付

い
ず
れ
も
午
後
一
時

習

員ダ卜

一
ケ
丹
関i

。員! 10 I 15"""18 I ~V 1 

ハム製造工

万年t~ 組立工

女

1苫

f2i 

一
ニO
年
一
一
月
か
ら
、
一
一
二
年

六
月
ま
で
に
住
れ
た
ホ
怠
ゃ
ん

設
お
つ
れ
く
だ
さ
い
。

離
乳
指
喝
を
い
た
し
ま
す

a

(
以
上
品
住
駅
衛
生
む



(4 ) 喜違和31年 9 月間時

24軒町~本摺盟i農地先

議
師
時

平
塚
山
阿
倍
所
主
打
っ
て
い
る
謹
胎
謝
ー
と
さ
十
月
七
日
午
前
九
時
官
民
験
資
精
一
小
関
、
捜
験
料
は
、

撃
の
相
談
日
が
択
の
と
お
り
密
り
ま

2

と
こ
ろ
第
一
金
鍾
在
制
問
中
一
一
O
O円
か
ら
五O
O
H

し
た
@
第
一
一
会
場
亡
宮
町
小
主
催
日
本
商
工
会
頭
所

毎
週
木
曜
日
午
前
九
時
か
ら
十
3

申
込
み
九
月
十
正
一
塁
で
平
塚
商
工
議
所

…
時
ま
で
詳
し
く
は
、
荷
工
会
議
所
へ
お
聞
い
申
込
み
は
、
十
冠
二
十
日
ま
で
合

相
談
斜
な
ど
一
一
切
館
一
齢
、
気
が
る
に
あ
わ
せ
下
さ
い
。
議
所
あ
て
、

都
相
談
下
さ
い
Q

食
品
以
全
国
一
率
の
基
準
で
審
査
し
、
個

大
大
十
日
比
二
十
八
日
、
午
前
九
時
か
ら
、
人
の
技
能
の
格
付
だ
け
で
な
く
、
と

平
塚
同
工
会
議
所
で
は
、
第
ニ
十
八
沼
南
タ
イ
ピ
ス
ト
学
院
に
お
い
て
、
の
試
験
を
論
じ
、
タ
イ
プ
一
ブ
イ
テ
イ

間
球
算
能
刀
検
定
試
験
ぞ
提
施
す
る
第
五
回
和
交
タ
イ
ピ
ス
ト
検
定
試
験
ン
グ
の
水
準
を
た
か
め
る
と
さ
れ
て

と
と
に
な
れUま
し
た
。
が
行
な
わ
れ
ま
ず
。
い
ま
す
@

道
路
交
通
と
り
し
ま
り
法
令
が
政
一
比

さ
れ
‘
特
に
旅
客
自
動
車
?
の
遥
転
手
の

年
令
や
逼
転
経
験
な
ど
が
引
上
げ
ら
れ

出
品
し
た
。

主
な
改E
E…

一
、
在
一
転
免
許
は
、
第
一
種
と
第
ニ
種

に
大
別
さ
れ
、
第
一
種
で
は
旅
客
自

前
半
を
‘
従
来
の
普
通
免
許
で
は
ぐ

積
識
量
五
ト
ン
以
上
の
ト
ラ
ッ
ク
ヤ

定
員
十
一
人
以
上
の
葉
山
出
単
を
、
そ

れ
ぞ
れ
遥
伝
で
き
な
く
な
り
ま
し
た

一
寸
第
一
一
種
免
許
は
、
一
一
一
オ
以
上
、

三
輪
車
以
上
の
自
動
車
を
三
坪
以
よ u 

運
一
転
し
た
こ
と
が
な
い
と
、
鯵
(
験
で

き
な
く
な
。
ど
し
た
。

惜
し
、
こ
と
し
七
回
一
一
一
十
一
宮
ま

で
に
、
ナ
で
に
免
許
を
も
っ
て
い
る

人
は
す
べ
て
、
第
三
種
艶
許
を
一
設
け

た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
普
遜
動
許
は

大
型
免
許
と
み
な
さ
、
れ
ま
す
。

一
、
、
各
撞
の
退
転
免
許
に
聞
出
し
た
手
数

棋
が
、
ほ
ほ
一
一
岡
山
一
、
増
額
さ
れ
ま
し

た
。

乙
の
法
令
む
改
正
は
、
最
一
語
め
だ
っ
て

多
く
な
っ
た
、
自
繭
単
一
一
時
散
を
ふ
せ
白

う
と
い
う
ね
ら
い
か
ら
、
行
な
わ
れ
た

平
塚
市
平
塚
、
東
海
道
の
大
通
り
に
田
平
卯
年
〈
一
六
五
ご
に
説
っ
て
そ

そ
っ
て
、
一
一
十
四
粁
町
と
十
八
軒
町
の
の
希
望
を
達
成
し
た

u

加
宿
と
は
、
〕

ふ
た
つ
の
町
名
が
あ
る
。
留
の
合
併
方
式

a

で
あ
っ
て
、
宿
駅
謀
役

慶
長
六
年
〈
ニ
ハ
(
)
一
)
徳
川
家
一
肢
の
分
担
し
を
汗
保
す
る
行
政
措
習
で
あ
る

は
、
江
一
円
と
京
畿
大
阪
を
結
ぶ
た
め
、
か
く
て
、
八
崎
新
宿
村
の
住
民
二
十

一
照
揮
遣
に
宿
駅
の
制
度
を
実
施
し
四
一
戸
は
、
市
域
宿
の
中
央
地
与
え

3

ザ
』

た
。
欝
臨
時
間
移
住
ぞ
完
了
し
た

υ
ζ
れ
が

わ
が
平
塚
桔
は
、
議
官
、
軒
一
一
十
四
軒
町
議
事
あ
る
。

そ
の
駅
伝
に
列
し
、
道
中
伝
馬
Q
り
こ
の
時
、
一
平
探
加
は
、
八
橋
新

(
て
ん
ま
)
課
程
嘉
ぜ
ら
れ
て
費
量
容
の
一
一
十
四
富
辿
え
る
た
一
働
く
へ
の
つ
ど
い
の
場
、
告
の
よ
一
:
月
来
コ
ー
ス
郷
土
史
(
主
に
お
け
る
平
塚
)
一

い
ち
と
め
、
従
来
そ
こ
に
屈
を
占
め
て
い
一
ろ
こ
び
と
、
つ
ど
う
楽
し
さ
を
わ
か
ち
一
郷
土
地
盟
(
相
問
。
花
氷
山
)
一
郷
土
史
研
菱
重
民
一

初
期
臣
、
東
海
道
一
緒
密
封
た
富
十
八
一
寝
冶
惜
し
、
換
抱
一
号
、
悪
需
品
諸
国
が
択
の
要
領
で
一
世
間
摂
霊
場
需
要
長
一
交
学
(
古
典
女
学
に
つ
い
て
)
一

課
投
資
足
百
十
人
馬
百
十
喜
子
三
え
て
喜
り
の
と
と
る
昼
間
か
れ
ま
す
。
二
般
社
会
〈
新
ら
し
い
雲
)
一
古
学
校
理
皇
室
一

定
め
ら
れ
て
い
た
o
q

白
書
持
動
さ
せ
た
。
乙
れ
が
十
八
軒
町
の
一
ー
と
き
九
周
二
十
四
日
か
ら

J

一
塁
思
議
裁
亀
田
事
務
局
長
一
音
楽
(
歌
り
指
導
と
合
唱
)
一

人
百
疋
と
倍
加
さ
れ
る
に
及
ん
?
細
管
五
る
。
一
月
十
九
日
号
、
事
六
時
半
か
ら
一
短
歌
識
の
作
会
長
蝿
)
一
一
語
襲
撃
藤
き
さ
ん
一

で
、
海
道
宿
村
は
大
き
な
経
病
的
移
住
し
た
ニ
十
四
肝
は
、
京
都
一

2

と
こ
ろ
江
揚
中
学
校
一
神
出
小
学
校
石
川
校
長
一
H
け
は
特
別
講
座
H
H

…

苦
境
に
拍
車
、
幾
多
の
社
会
開
⑥
濯
を
は
さ
ん
で
南
側
、
北
側
、
そ
一

3
3

キ
ュ
一
ブ
ム
一

n
n
u
a火
ム
コ
ー
ス
十
一
時
間
(
国
際
蓄
に
つ
い
て
)
問

題
を
も
醸
成
す
る
に
五
っ
た
。
れ
ぞ
れ
十
一
3
9

、
多
少
の
大
一

i
i
i
i
i
i
!

喜
善
言
語
審
3
2
十
;
B
i
f
i
d
j
F
i
?
i

日
舗

量
る
、
一
見

1
7
f

一

幕
府
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ぐ
長
ぐ
ぺ
は
あ
る

γ
、
け
居
間
口
七
閥
、
一
一
け
で
は
、
あ
ま
り
に
も
抽
象
的
で
そ
い
帯
力
を
払
い
、
昼
間
の
保
健
指
導
者

1

保
健
品
号
、
村
山
を
自
転
車
で
定
的

J良

海
道
の
護
法
に
対
し
て
、
宿
駅
経
由
{
」
奥
行
二
十
閣
の
土
地
を
与
え
ら
れ
一
描
地
龍
一
越
即
時
の
あ
ゆ
み
一
た
。
一
健
康
の
相
談
相
手
と
し
て
、
保
健
婦
と
わ
る
毎
婦
の
誌
は
、
農
村

n祖

負
担
の
議
や
ら
緩
和
ゃ
ら
に
、
た
。
か
ぐ
て
二
十
四
軒
在
、
一
一
一
一
襲
警
一
襲
撃
択
一
五
治
一
も
っ
と
撃
的
な
方
法
語
ら
れ
、
一
一
室
、
同
時
に
、
一
一
一
裂
の
相
談
室
ア
に
大
き
な
転
換
を
も
た
と
た
、
と

種
々
苦
慮
す
る
と
こ
人
〕
が
あ
っ
た
が
百
年
の
伝
統
探
っ
て
指
定
お
八
幡
一
一
つ
い
に
震
対
主
を
な
く
し
、
村
民
一
を
新
製
し
た
。
易
保
健
婦
が
、
い
と
借
り
て
い
る
。

施
策
は
い
つ
も
謀
長
三
裂
の
手
で
あ
る
。
一i
l

前
言
続
く
i

一
の
耀
震
を
た
か
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
百
出
需
に
あ
ぞ
重
し
て
い
る
宏
一
援
護
給
量
の
害
復
に
、
組
合

平
塚
山
中
も
、
年
一
母
に
加
重
さ
れ
る
釘
由
み
に
、
八
幡
新
宿
村
山
川
、
平
塚
新
一
あ
ゆ
み
出
し
て
閣
も
な
い
間
保
(
居
一
結
局
は
、
関
係
の
選
仕
事
一
露
出
に
も
ど
一
部
川
さ
ん
で
あ
る
。
一
員
の
中
に
一
部
負
担
在
を
陥
一
納
ず
る
も

想
置
に
端
〈
あ
え
)
ぎ
つ

h

、
そ
の
対
犯
と
九
三
た
の
は
、
間
関
一
明
乙
末
年
一
民
鶴
一
段
ほ

U
ん
の
こ
と
)
を
、
窮
地
に
一
ナ
乙
と
が
で
き
る
。
と
い
う
結
論
に
連
一
当
時
、
大
き
な
社
会
的
一
問
題
の
一
つ
一
の
が
あ
っ
た
り
し
て
、
な
お
国
保
り
あ

筑
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
隣
域
八
幡
新
宿
(
ご
ハ
主
主
)
の
乙
と
で
あ
っ
た
と
低
一
追
い
込
ん
だ
、
僚
養
給
付
し
を
引
き
さ
げ
一
し
た
の
で
あ
る
。
一
で
あ
っ
た
、
性
病
?
?
病
や
、
妊
婦
、
育
一
ゅ
ん
だ
道
は
、
廿
わ
し
く
続
い
た
の
で

朽
の
加
措
を
群
府
に
願
い
出
で
、
鹿
安
え
ら
れ
て
い
る

M
(
高
蹴
慎
吾
〉
一
る
た
ゆ
に
は
、
留
保
の
割
強
を
説
く
だ
一
当
時
の
旭
村
に
と
っ
て
は
、
非
常
な
一
泊
の
指
謀
、
病
気
極
端
慣
の
相
談
か
ら
、
一
あ
る
が
、
当
事
者
の
弼
刀
は
、
よ
く
乙

も可つら結55号

東
京
新
聞
富
有
政
治
部
長

養
(
現
杓
の
青
年
)
、

作
家
間
島
氏

受
講
棋
は
い
り
ま
せ
ん

5

定
員
@
各
糾
自
信
五O
名

S

申
込
みa
九
月
二
十
四
日
ま
で
に

社
会
蚊
占
円
謀
瓦
ひ
市
役
所
帯
(
位
、

況
は
、
明
出
張
所
…
あ
て
(
電
話
も

苛
)
一
へ
二
判
明
日
ま
で

申
込
み
者
が
定
員
に
通
す
れ
ば
.

朝
日
以
前
に
締
切
り
ま
す
。

も
り
で
す
。

詳
し
く
は
、

せ
下
さ
い
。

へ
お
問
い
あ
わ
教

さ薬品計量器のけんさ話会域計
お鶴間一一一一一一一一一一一一貿次最
玉三月区 地の器
れ窃 .. .. ゆ 硲底調(

な教士二:関 士本 土新三三馬~r.>は
く討八也岳 丘措 ー宿 O 入八行か
。用日目畑 、端 、期日地、な !o

が 区富二区見ご区区 _0 ‘
対越棋 士六 1511" ご 松 市れ室長
会長 岳見日 台、原官まず
で出中 小 主主ごこ 公 叫す)
ナ張学学 会四品盟。の
所梗校 裳日館輪検

ど 揚在

4 

の
国
難
な
克
服
し
、
村
民
の
比
一
活
保
全

に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。

一
一
九
揮
の
七
足
、
離
部
、
一
不
塚
市
と

の
合
併
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
国
保
の
運

営
そ
軌
道
に
の
せ
る
乙
と
が
で
き
、
一
一
一

十
年
に
は
、
健
揮
系
庭
二
五
世
帯
の
…
一
試

撃
が
行
な
わ
れ
る
な
ど
、
閏
保
の
恩
習
指

は
、
全
組
合
員
が
探
く
認
め
る
と
乙
ろ

と
な
っ
た
。
(
終
)


